
事業実施報告書 

       

           法人名 特定非営利活動法人 草加市カヌー協会                    

事 業 名 「カヌーで再生!綾瀬川の清流」事業 

枠の種類 ネーミング事業 

分     野 金紋世界鷹 みどりと川の再生環境保全事業 

①事業の目的・ 

この事業で取り

組んだ課題 

 

 

 

カヌーを通じ水辺のスポーツ文化を普及することで、水辺の再生

を図ると共に、水辺を活かした安全で親しみのある街づくり、ひい

ては誇れる故郷を作り上げる事業を実施した。 

➀ 水質ワーストワンの綾瀬川に再び清流を蘇らせる。 

カヌーで浮遊ゴミの回収活動を実施した。 

➁ 安全で親しめる水辺環境を作り上げる。 

水質ワーストワンと呼ばれた草加市の綾瀬川でカヌー教室、体験

会、カヌー大会を実施したことに大きな意味があった。 

➂ 足立区、越谷市、春日部市など綾瀬川流域の方々と連携し、広

域の河川美化活動やスポーツ文化の普及活動を実施できるように

なった。 

②課題を解決す

るため、取り組ん

だ個々の事業 

 

 

(1) 夏休み親子カヌー教室 

 (2) 街づくりイベントでのカヌー体験会 

 (3) 綾瀬川の浮遊ゴミをカヌーで回収 

 (4) 防災救助訓練 

 (5) 第 1回名勝草加松原あやせ川松尾芭蕉杯カヌー大会開催 

③個々の事業の

内容・実施結果 

 

 

実施のスケジュール 

時期 河川美化活動 防災救助訓練 イベント等 

７月 （毎週実施） （月末水曜）  

８月   8/1夏休み親子カヌー教室 

９月    

10月   10/21 カヌー体験会 

11月   11/3カヌー体験会 

12月   12/20 松尾芭蕉杯カヌー大会 

１月    

２月    

 



実施結果 

(1) 夏休み親子カヌー教室 

・8月 1日実施。親子計 20名が参加 

(2) 街づくりイベントでのカヌー体験会 

・10 月 18日 花畑川親子カヌー体験会 90名参加 

・10月 21日 クラーク記念国際高校取材とカヌー体験 36名参加 

・10 月 25日 古利根川カヌー体験会 10名参加 

・11 月 3日 川の駅そうか村カヌー体験会 23名参加 

 (3) 綾瀬川の浮遊ゴミをカヌーで回収 

・毎週水、土、日、祝日実施。活動日数 123日、参加人数のべ 1,204       

 名 

(4) 防災救助訓練 

・年間 12回、毎月最終水曜日に救助艇の操船、救命浮環投てき訓 

練などを実施。 

(5) 第 1回名勝草加松原あやせ川松尾芭蕉杯カヌー大会  

・12月 20日開催。参加者約 100名 

 競技者は、大人の部レーシング艇 17名、同スラローム艇 18名、

子どもの部 19名 計 54名 

 

○広報実績について 

➀ 草加市「広報そうか」へ掲載 

➁ 草加市カヌー協会「草加パドラーズ」会報に掲載 

➂ インターネット「草加パドラーズ」ホームページで発信 

④ 読売新聞、東武よみうり新聞、東武新聞、地域新聞に掲載 

 

④個々の事業の

実施により達成

した成果の具体

的な内容 

 

(1) 夏休み親子カヌー教室 

・参加した親子は、全員が大満足であった。 

(2) 街づくりイベントでのカヌー体験会 

・体験会全体で 384 名に参加していただいた。参加者全員がとて

も楽しかったと感想を言ってくれた。 

・新型コロナウイルスの影響で、三密に注意し無理をしないで実

施した。広域的な活動ができた。 

(3) 綾瀬川の浮遊ゴミをカヌーで回収 

・回収されたゴミの量：992袋(45ℓビニール袋) 

(4) 防災救助訓練 

・毎月最終水曜日に救助艇の操船、救命浮環投てき等、訓練を行

うことにより、救命艇の操船技術と理論を習得し、5名が国家試験



の小型船舶操縦免許を取得した。 

(5) 第 1回名勝草加松原あやせ川松尾芭蕉杯カヌー大会を開催 

・大会が、より親しみやすく、また市内外にアピールできるよう

名称に「松尾芭蕉杯」を付した。 

・12月 20日、県内外の参加者 100名規模の大会が盛大に開催でき 

た。コロナ渦最中であったが、感染防止対策を徹底して実施し、 

また大人の部、子どもの部ともけが人もなく、無事終了できた。 

⑤費用の工夫 

 
・大会や体験会の費用について、カヌー用具はできるだけ既存の物

品を使い、不足する運営費を埼玉県 NPO 基金の助成金の範囲内で賄

うなど効率的な運用につとめた。 

・カヌー大会の参加費徴収は、青少年への今後のカヌー普及を考慮

し、大人の参加選手のみとした。 

⑥地域社会への
還元について 
 

1 第 1回名勝草加松原あやせ川松尾芭蕉杯カヌー大会を実施するこ

とにより、「第 4次草加市総合振興計画」の第 1章「水辺を活かし

た街づくり」の行政の施策に対する具体的な貢献ができた。 

2 夏休みカヌー教室やカヌー体験会を通して、水辺に親しむ体験活

動を実施することができた。 

3 河川美化活動でワーストワンの綾瀬川を再生する活動をさらに

前進させることができた。 

4 毎月 1回の防災救助訓練で会員の救助技術の向上を図り、また、

国家試験「小型船舶操縦 2 級免許」を 5 名が取得することによっ

て今後の救助活動に備えることができた。 

5 足立区と春日部市にカヌークラブを発足させ、広域的な活動に広

げることができた。 

⑦今回の事業が

他の団体、行政等

が実施する同種

の事業と比べて

優れていること 

 

 

➀ 綾瀬川クリーン大作戦は、年間 130日に達します。7年間続けて

きました。行政が主催する同種のイベントは 1回/年間であり全く

比較になりません。 

➁ 地域の歴史・文化を活かしたカヌー大会、河川美化活動を全市

民にアピールするカヌー大会は、行政にはできません。つまり、

縦割り組織で横断的な思考で行動することはしないからです。こ

のような取り組みは全国的にも初の試みだと自負しています。 

⑧事業の実施体制 ① 総括責任者：代表理事 中島清治 

② 連絡責任者：副会長 古田冨二雄 

③ 現場責任者：会長 木村高明 

④ 経理担当者：中島清治 間宮理加 

⑤ 広報担当者：井坂次男 

 



⑨来年度以降ど

う事業を継続し

発展させていく

か 

 

草加市カヌー協会「草加パドラーズ」の三つのねがい 

➀ きれいな川を目指します。(河川美化活動) 

➁ カヌーなどが楽しめる水辺にします。(スポーツ文化の普及) 

➂ みんなで協力して素敵な街をつくります。(行政等との連携) 

私達の活動目標は明確です。 

(1) 夏休み親子カヌー教室 

(2) 街づくりイベントでのカヌー体験会 

(3) 綾瀬川の浮遊ゴミをカヌーで回収 

(4) 防災救助訓練 

(5) 名勝草加松原/あやせ川松尾芭蕉杯カヌー大会開催 

 をさらに継続発展させていく予定です。 

私達の活動は 7年目に入りました。令和 3年 1月現在、101名の会

員が所属しています。これからも、目標を持ち安全第一で誇りを持

って活動してまいります。 

 


